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＜ＪＡありだ管内のみかん１５選果場＞

ＡＱ中央選果場 
総合選果場
東有田選果場 
ありだ共選
宮原共選  

（有）早和果樹園  
須谷マルス共選 
マル賢共選 
マル有共選 
マル御共選 

栖原マルス共選  
マル南共選  

ヒシトリ第二選果場 
ヒシトリ第五選果場  

ヤマ東共選 

大規模 組合員戸数５５２

GIS

FS

株

光センサー糖酸

選果機

小規模 ７戸

社員 １７名

対象集団



目的

Ｈ15～有田みかんニューブランド開発プロモーション事業

東京都内での有田みかんシェアー拡大

有田みかん「こだわりブランド」を開発

新栽培技術導入

H16～有田まるどりちゃん東京デビュープロモーション事業

紀の国有田まるどりみかんの商品確立

まるどりみかんの栽培環境の克服

東京デビュー支援団体（ファンクラブ）の育成

H１７ 本格的な取引成立 （H17年11月）



有田みかんニューブランド開発プロモーション事業フロー

実行委員会

和歌山県
事業主体

ブランド開発
ネーミング・パッケージ
トレーサビリティ（IT)
（食総研）

データベースモデル協調システム開発

実需者
東京シティ青果（卸）
○小田政（仲卸）
○定義（仲卸）
○新宿高野（小売）
○ベジタブル石橋
○アルプス

栽培技術支援
近畿中国四国農業

研究センター

県果樹試験場
マルドリ施設導入推進（県補助事業）

生産者（団体）
ＪＡ

企画事務局

アイデア

材料と方法

こだわり商品開発

IT活用(中央農研）
水分センサー
雨量データ

データベースモデル協調システム開発



実施

栽培へのこだわり

独立行政法人・生物系特定産業技術研究機構

近畿中国四国農業研究センターが開発した

マルドリ方式を採用

マルチドリップ（マルドリ）方式とは

マルチ栽培＋点滴潅水＋液肥施肥

を 組み合わせた新技術



水源

液肥混入機

液肥タンク

潅水制御器

電磁弁

点滴潅水チューブ

フィルタ

透湿性
マルチ

導
水
管

透湿性マルチ

点滴潅水チューブ

マルドリ方式のシステム



農業後継者
が作業

普及員農家



配管作業配管作業





マルドリ栽培実証園を２園設置(2003年）

•

有田市宮原町 Ａ 園

標高20～50ｍ

樹齢12～13年生

興津早生

吉備町田口 Ｉ 園

標高150～200ｍ

樹齢15～20年生

宮川早生



マルドリ装置の設置
（設計）

• 2003年は近畿
中国四国研究
センターが測
量、設計、施
工した。

• 2004年はＪＡ
が中心となり
設計施工した。



水管理基準
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雨量の推移
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防災データ→自動転送

雨量観測

砂防課
データ
ベース

和歌山県HP
防災データ
ステーショ
ン

雨量データベース
過去データ蓄積
検索スクリプト

携帯
電話
画面
表示

パソコン
画面表示

有田みかんデータベース
http://www.mikan.gr.jp

WWW
読 み 取
り



携帯電話への表示



潅水及び液肥施用量(2004年）

回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分）

吉備町Ｉ園 潅水 3 30 8 160 14 180 14 140 16 210 9 135
液肥 12 170 6 90

有田市Ａ園 潅水 10 65 33 198 5 30 15 90 5 30
液肥 15 90 5 30

表１　灌水及び液肥の施用状況（２００４年）

注）時間はブロック当たりの延べ潅水時間
液肥は潅水に混入するため潅水の回数、時間の内数になる

特定のブロックだけを灌水した場合は掲載していない

液肥はＯＫＦ－１またはＯＫＦ－６を使用。倍数は有田市Ａ園の１１月10日以降が約７７０倍、それ
以外は約１０００倍

１０月 １１月 １２月６月 ７月 ８月 ９月



糖度(Brix)の推移(2003年)
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土壌水分センサー土壌水分センサー((ECHO)ECHO)

センサーを埋めた後



インターネット上の画面インターネット上の画面



カメラ

ＬＥＤ

新型新型
フィールドフィールド
サーバサーバ



新型フィールドサーバの設置新型フィールドサーバの設置



新しい土壌水分センサー新しい土壌水分センサー

新しいセンサ



新しいデータバックアップ装置新しいデータバックアップ装置
（（LinaxLinaxコンピュータ）コンピュータ）



設置後の設置後の
データの流れデータの流れ

中央農研
三重大

世界へ
(WWW)

インター
ネット

無線ＬＡＮ

無線ＬＡＮ



測定樹の測定樹の
果実、葉水ポテンシャル、潅水量果実、葉水ポテンシャル、潅水量

糖、酸の推移
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葉水ポテンシャル（LWP）の推移 単位はバールの絶対値表示（-bar）、10 bar = 1.0 MPa （メガパスカル）
各樹より赤道部付近の無着果春枝の中位葉を1枚採取して、プレッシャーチャンバー法により測定
葉採取時刻、採取開始時の照度は表の下部に記載
7月13日 7月23日 8月6日 8月11日 8月20日 8月29日 9月13日 9月22日 10月4日

夕方 夕方 早朝 昼 夕方 早朝 昼 夕方 夕方 夕方 夕方 夕方 夕方
ＬＷＰ 19.8 23.9 6.1 25.5 19.7 8.0 25.1 23.0 24.4 14.5 14.9 10.8 15.8

計測樹の灌水及び液肥の施用状況

回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分） 回数 時間（分）

潅水 10 65 33 198 5 30 15 90 5 30
液肥 15 90 5 30
注）時間は延べ潅水時間
液肥は潅水に混入するため潅水の回数、時間の内数になる
液肥はＯＫＦ－１またはＯＫＦ－６を使用。倍数は１１月10日以降が約７７０倍、それ以外は約１０００倍

１０月 １１月 １２月６月 ７月 ８月 ９月



今後の展開今後の展開

• 自動潅水システム水分セン
サーデータを
もとにかん水
装置をコント
ロールする



ＧＩＳ
ＡＱ中央選果場



1筆ほ場カルテ・経年変化データ



商品紹介｢まるどりみかん｣

商品企画
有田の新商品

小売り価格・・・３５００円程度

容器・・・紙パッケージ（２．５ｋｇ）

キャラクター・・・まるどりちゃん

７人のまるどりみかん家族

まるどりちゃん



パッケージ開発



まるどりみかん
ファンクラブ
交流会

実需者（市場、
仲卸、小売り等）
を園地に招き栽
培法を説明

２００４．９．２５～２６
生産者稲住さんが説明

生産者秋竹さんが説明



SEICA ﾈｯﾄｶﾀﾛｸﾞの画面

seica.info



トレーサビリティ

カメラ

ＱＲコード

http://seica.info/


　　　　　　　　　　　【安心･安全の取り組み】

・商品情報は、公正な第三機関のホームページに開示してありますの
で、ご参照下さい。

　　　　　　　　　　　　http://seica.info/
                        カタログ№00013521

・有田みかんの詳細データベースは、ＪＡ有田のホームページで公開し
ていますので、ご参照下さい。
　　http://www.mikan.gr.jp

・生産･出荷者：㈲早和果樹園
　〒649-0432　和歌山県有田市宮原町東349-2

周年マルチ点滴潅水同時施肥法
(マルドリ栽培）
近畿中国四国研究センター
総合研究部
総合研究第２チームが開発
有田みかん情報 http://www.mikan.gr.jp

私達（早和果樹園）が、丹精込めて育てま
した。
安心･安全な美味しいみかんを、ご賞味下
さい。
http://www5.ocn.ne.jp/~sowa/
e-mail:akitake@umail.plala.or.jp



結果

選果場

栽培履歴

栽培履歴

農業日誌入力
携帯電話利用

ＰＯＰで消
費者に公開

有田みかんトレーサビリティ
農場から食卓までの情報管理

農場

SEICA

青果ネット
カタログ

築地市場 仲卸 百貨店・スーパー
東京シティ青果 小売

食卓



販売単価（２００４年）
産地の価格設定 ６００円／ｋｇ

単価（円／ｋｇ）

Ｍ、Ｌ、２Ｌの箱入り ５８６

４５６

５１５

Ｓ、２Ｓのスタンドパック

平均

２年目の結果
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まとめ

経営体

経営体

経営体

生
産
・
出
荷
団
体

広報

販促

営業

商品

ターゲット

（市場）
卸売会社

（実需者）
中卸売会社
小売業者

改良普及員がアドバイザーとし常時参画

方
針
策
定

製
品
企
画

商
品
提
案

生

産

荷姿

品揃

価格

実

施

ポスター インターネット ｓｅｉｃａ

商品紹介ポップ

実需者と交流会

ターゲット別商品開発

製品認証とマーチャンダイズ新技術（ＩＴ）

新
商
品

マーチャンダイズ企画フロー



新商品



ご静聴ありがとうございました
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